
○研究課題公募方針

◇公募は次のいずれかの類型ごとに実施

（１）技術的課題全般を網羅した技術を提案する研究実施計画書【網羅型研究】

（２）技術的課題の個別要素技術を提案する研究実施計画書【個別要素技術型研究】

◇「網羅型」、「個別要素型」いずれにおいても、単独又は研究グループによる応募

◇審査は「網羅型」、「個別要素技術型」ごとに実施し、それぞれにおいて採択課題を選定

研究課題
◇個別要素技術d

研究課題
◇小課題a
◇小課題b
◇小課題c

研究グループＡ
（研究グループで応募）

【網羅型研究】 【個別要素技術型研究】

研究課題
◇小課題a’
◇小課題b’
◇小課題c’

大学Ｂ
（単独の機関で応募）

研究課題
◇個別要素技術c

ヒアリング
審査会

外部専門家
外部有識者
行政官

（必要に応じて書面審査を実施）

研究課題
◇個別要素技術d

民間企業D

※個別要素技術は、
網羅型研究課題を
補完できる課題を
選定

応
募

審
査

ヒアリング
審査会

外部専門家
外部有識者
行政官

（必要に応じて書面審査を実施）

採択
不採択 不採択

採択

食料生産地域再生のための先端技術展開事業
別紙６

研究課題

◇小課題a
◇小課題b

◇小課題c

研究グループＡ

農 林 水 産 省

①委託契約 ②委託契約

採択課題について、農林水産省との契約は採択決定通知に応じて行います。その上で各研究が連携して実施
されるよう、以下の対応をお願いいたします。

① 網羅型研究の受託者は個別要素技術型研究の受託者と研究グループを構成し共同で研究を行っていただ
く場合があります。

② 研究開発の運営管理上、研究課題ごと又は複数の公募研究課題ごとに運営委員会を設置します。各受託
者の研究代表者は、他の研究代表者と連携体制を整備し、運営委員会の単位で、研究の進捗状況の整理、
研究実施計画案の作成等に御協力いただきます。

＜事例＞

民間企業Ｄ
（単独の機関で応募）

研究グループC
（研究グループで応募）

○○分野の研究に関する研究グループ

経理を区分しつつ、研究を一体的に推進
（例：研究実施計画の相互調整、現地説明会の共同開催等）

運 営 委 員 会

研究代表者の連携体制

研究の進捗状況の整理、研究実施計画案の作成

協力

研究代表者

研究代表者

研究開発の運営管理
（研究実施計画の策定・研究の進捗、成果の把握等）


